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１．概要（Summary） 

現在研究開発が行われているヘリカル型核融合炉は、

定常運転の容易さなどから商用炉に適した利点を有する

が、核融合プラズマ閉じ込めの磁場を発生する超伝導マ

グネットは複雑ならせん構造となっているため、製造が困

難となされている。そこで超伝導マグネットを分割製造す

る分割型高温超伝導マグネットを提案している[1][2]。接合

部は超伝導物質ではないため、冷却通電時に電気抵抗

(接合抵抗)が発生し、これの低減および予測する技術は

重要な課題である。過去の研究では、機械的ラップジョイ

ントで製作した場合の接合抵抗による発熱は、冷却電力

の視点から許容しうる値に低減できることを実証した[3]。一

方、本研究は接合抵抗予測技術の確立を目的とし、接合

抵抗が増大するメカニズムを解明することをもって予測手

法の検討を行った。 

接合サンプルは幅 5 mmの GdBCO高温超伝導線材

２枚を用い、2 枚の間にインジウム箔を挿入して上下から

接合力を加える一層一列の機械的ラップジョイントで製作

した。接合サンプルはマイクロ X 線 CT 装置で接合部断

面を観察し、冷却時の接合抵抗との関係を評価した。

Fig.1に接合サンプルと観察面(XY方向)を示した。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

 マイクロ X線 CT 

【実験方法】 

試験体を X線 CTで撮影し、断面の観察を行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

昨年度の断面観察によって接合サンプルの接合部内

部の断面に斑模様の部分が存在することを確認し、これ

の発生原因を分析した。X線CT装置のX線のスペクトル

を測定して X線 CTの数値実験を行い、実際の撮影で得

た結果とで比較した。その結果、接合部内には微小な空

隙が存在し、それが斑模様を呈していることが判明した。 
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Fig. 1 X-ray CT observation plane for 

mechanical lap jointing sample 


